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令和８年になりました。旧年中は本校の教育活動にご理解ご協力を賜り、深く感謝申し上げます。本

年も何卒よろしくお願いいたします。 

 今年の干支（えと）は「午（うま）年」です。馬は昔から人々の暮らしを支えてきた大切な存在で、

家族を守り、幸せを運ぶ縁起の良い動物として親しまれてきました。「午年」は、力強く駆け抜ける馬

のように「躍動感」「勇気」「行動力」「情熱」「力強さ」を象徴し、事業の発展、健康、豊かさ、努力の

成就、幸運の到来などの縁起があり、活力や前進の年といわれています。 

 さて、新年にあたり、今月は幕末の志士、橋本左内（はしもとさない）について紹介します。左内は

福井藩医の子として生まれ、15 歳で医学・洋学を学び、父の死後 18 歳で藩医となりました。1854～55

年に江戸に遊学、藤田東湖や西郷隆盛と交友を深め、その後、藩主松平慶永に認められ要職に抜擢、さ

らに藩校明道館の学監（学長を補佐する人）を務めました。雄藩連合による統一国家の構想をもち藩政

改革に腕を振るい、一橋慶喜（後の徳川慶喜）の擁立に尽くし幕政改革をとなえましたが、安政の大獄

で捕らえられ 26 歳の短い生涯を終えました。 

 左内は満 14歳の時、一人前の大人になる決意表明として「啓発録（けいはつろく）」という本を記し

ます。大きく 5項目ある内容のうち、「立志」について、以下のように記しています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

満 14 歳の少年が書いたとは思えないほどの内容ですが、現代でも、左内の心の持ち方、考え方から

見習うべきことが多々あると思います。生徒の皆さんがいま一生懸命取り組んでいる事の先には、何が

見えますか。人が強い決意を持ち歩んでいくためには、明確な「志」や「目標」が必要です。「自分の

思い描く到達点」「仲間と定めた共通の目標」など、辛い時や苦しい時、方向性を見失いそうな時に自

身を奮い立たせてくれるのは、こういった「志」や「目標」です。そして希望を持ち続け努力を重ねた

先に見出したものを通して、人は成長することができます。 

本年も、自ら学び、自らあいさつをかわし、自ら汗を流す生徒を育み、こども達のもつ豊かにして無

限の可能性を信じ抜き、全力で教育活動に取り組む所存です。何卒、保護者の皆様、地域の皆様におか

れましては、本校の教育活動にご理解ご協力のほど、お願い申し上げます。 

「志」を立てるというのは、自分が何をしたいのかをはっきりと見定め、一度こうしたいと決心

したならば真っ直ぐにその方向を見据え、初心を忘れないようその心を持ち続けていくことです。

それが大切なことです。 

目的を達成するには他のものには目もくれずに一筋に突き進むことが大切です。若いうちは気が

散りやすく周りの人のすることが気になって自分も同じことをやりたくなりがちですが、この気の

迷いが「志」を遂げることの出来ない一番の原因です。 

自分自身で将来の歩むべき道をしっかりと考え、その上で先生に意見を聞いたり友人と相談した

りして自分の考えの足りないところを補うことが大切です。こうして決めた将来の道筋に対しては

っきりと自覚し、それに向かって行動を起こすのです。 

＜引用：『14 歳からの「啓発録」』 瀬戸謙介著 致知出版社＞ 



 


